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 R5.12 財）工事契約担当課 

 本市の入札制度では、平成 18 年度に「公共工事の品質確保の促進に関する法律」（品

確法）に基づき総合評価落札方式を試行導入した。これまで型式の多様化や評価項目・

配点の調整など継続的に制度の見直しや改善を行ってきたが、この度、公共工事の品質

確保やダンピング対策の強化といった総合評価の本旨を軸に見直しを行い、総合評価落

札方式を本格実施することとした（令和 5 年 12 月 13 日告示分から適用開始）。

 総合評価点の算出方法を変更し、調査基準価格を下回った場合に総合評価点が

大きく下がる制度とし、ダンピング対策の強化を図る。 

Ⅰ .ダンピング対策の強化 

■成績評価項目に係る無段階インセンティブ方式の採用（人材確保・育成型は除く） 
工事等成績点が上昇するほど得点の上昇幅が大きくなる制度とし、事業者の

工事成績点向上に向けたインセンティブを強化する。 

 また、現行は成績点に応じた区分による段階的な得点制度であるが、無段階の

得点制度とすることで、より成績点の良好な事業者が有利になる制度とする。 

例）実績評価Ⅰ型土木 A1 
「企業の工事成績の平均点」の場合 

成績点 
現行 

（2.8 点満点） 

改正後※１ 

（15 点満点）※2 

88 点 
2.8 点 

（A 区分） 
11.99 点 

87 点 
2.5 点 

（B 区分） 
11.45 点 

86 点 
1.9 点 

（C 区分） 
10.94 点 

84 点 
1.3 点 

（D 区分） 
9.95 点 

82 点 
0.7 点 

（E 区分） 
9.04 点 

※１：改正後は成績点（小数点以下切捨）を専
用の計算式にあてはめて得点を算出する。
※２：計画審査型及び実績評価Ⅰ型以外は 10
点満点とする。

■型式別加算点の変更
総合評価点の算出における技術点の価値を高めるため、加算点を変更する。

加算点 計画審査型 実績評価Ⅰ型 
実績評価Ⅱ型 
ほか５型式 

地域貢献Ⅰ型 
ほか３型式 

現行 ２０点 １５点 １５点 １０点 

改正後 ６０点 ４５点 ３０点 ２０点 

Ⅱ . 工 事 の 品 質 確 保 

■型式の名称変更 ■評価項目の変更
（現行）人材育成型 ⇒ （改正後）人材確保・育成型 【変更】継続教育（CPD）の取組状況（一括審査測量業務型・一括審査設計業務型） 

■評価項目の新設・追加 【変更】過去 5 年間の本市工事被表彰回数（計画審査型・実績評価Ⅰ・Ⅱ型） 

【新設】正社員の奨学金返還の支援状況（人材確保・育成型）    【変更】札幌市ワーク・ライフ・バランス plus 企業認証の取得状況（人材確保・育成型） 

【追加】継続教育（CPD）の取組状況（人材確保・育成型） 

【追加】ISO9001 又はサッポロ QMS の取得状況（地域貢献Ⅰ型ほか２型式）

Ⅲ . そ の 他 の 見 直 し 

計画審査型及び実績評価Ⅰ

型は現行の３倍、それ以外

の型式は２倍とする。 

これにより、技術点で優位

の事業者が落札できる金額

の猶予が増加する。 
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・本格実施前の令和５年度と比較すると、工事
のくじ引き発生割合が大きく減少し、業務は同
水準であった
⇒工事では無段階インセンティブ方式の採用
によって、成績点による評価順位の明確化が進
み、くじ引きの抑制に繋がった 
※業務については本格実施前から成績点を除算する
方式であったため、本格実施によるくじ引きへの影響
は少なかったと考えられる
※R6 年度にくじ引きが発生した工種・業種

土木（２件）、塗装（９件）、測量（３件）

本市では、平成 18 年度に「公共工事の品質確保の促進に関する法律」（品確法）

に基づき総合評価落札方式を試行導入後、公共工事の品質確保やダンピング対策の

強化といった総合評価の本旨を軸に見直しを行い、令和５年度に総合評価落札方式

を本格実施した。 

この度、本格実施後初年度となる令和６年度の発注案件を対象に、入札状況や工

事成績点等のデータを分析し、制度の効果について検証した。 

・本格実施前の令和５年度と比較すると、工
事・業務どちらも調査基準価格未満での落
札件数及び割合が減少した 
⇒調査基準価格を下回った場合に総合評
価点が大きく下がる仕組みの導入により、
ダンピング対策の強化に一定の効果が確
認された
※ 調査基準価格未満で落札に至った工種・業種
R5 ：土木（７件）、舗装（１件）、造園（１件）、

建築（１件）、管（３件）、建築設計（５件）、
土木設計（１件） 

R6：建築（１件）、管（１件） 

Ⅰ．ダンピング対策の強化 

■無段階インセンティブ方式の採用による落札業者の変化について

 
 
 
 
 

 

・本格実施前後の比較において、造園工種、土木設計業種を除く全ての工種・業種で、落札者
の成績平均点は同水準を維持、あるいは上昇傾向にあった
⇒無段階インセンティブ方式の採用が、成績点のわずかな差を適切に評価に反映させ、施工
実績が優れた事業者ほど有利に働く一定の効果が確認された
■施工品質の変化について

 
 

 
・工事は全体的にほぼ同水準であったが、成績点の低い工事が減少した。業務は全体の件数
が少ない中で、土木設計・橋梁設計業種の成績点上昇が全体の成績点割合を押し上げた
⇒成績点の良好な事業者が有利となる制度となったことで、成績点の低い工事・業務が減少
し、施工品質は高い傾向にあった

Ⅱ ． 工 事 の 品 質 確 保 

Ⅲ．その他（くじ引き発生状況） 

8.0%
（13/162）

10.7%
（6/56）

1.1%
（2/181） 0.0%

（0/59）
0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

工事 業務

調査基準価格未満での落札件数割合（市長部局）

R5 R6

19.1%
（31/162）

5.4%
（3/56）

6.1%
（11/181）

5.1%
（3/59）

0.0%
2.5%
5.0%
7.5%

10.0%
12.5%
15.0%
17.5%
20.0%

工事 業務

くじ引き発生割合（市長部局）

R5 R6

0.00%

5.00%

10.00%

15.00%

55 65 75 85 95

【工事】しゅん功した工事の成績点ごとの
件数割合（市長部局）

R1～R5 R6

0.00%

5.00%

10.00%

15.00%

20.00%

25.00%

60 65 70 75 80 85

【業務】完了した業務の成績点ごとの
件数割合（市長部局）

R1～R5 R6

80.1 80.4

79.1 78.3
80.1

76.8

79.4 79.4

80.7 80.4
79.5

78.2

80.1

77.4

79.7 79.7

75.0
76.0
77.0
78.0
79.0
80.0
81.0
82.0

【工事】本格実施前の総合評価で実施した場合
の落札予定者との成績平均点比較（市長部局）

本格実施前 本格実施後
※人材確保・育成型及び
塗装工種の案件は除く

75.1
74.5

74.4 75.1

72.6

74.6

75.5

74.5
74.3

75.1

72.6

74.9

71.0

72.0

73.0

74.0

75.0

76.0

【業務】本格実施前の総合評価で実施した場合
の落札予定者との成績平均点比較（市長部局）

本格実施前 本格実施後

※９件未しゅん功のため計上せず
（電気:１件、管:８件）

※６件未完了のため計上せず
（建築設計:４件、設備設計:２件） 
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様式7-2

総合評価落札方式（実績評価Ⅰ型）に関する評価調書
１．工事概要等

２．技術評価基準及び総合評価の結果

１　企業の評価

２　配置予定技術者の評価

３　地域貢献等の評価

93,830,000円 制限付一般競争入札

工事概要

【道道西野真駒内清田線】
工事延長310m　道路幅員20.0m（車道13.0m+歩道3.5m×2）
施工幅員13.0m　路面切削工4,300m2
車道舗装工（t=4cm）3,100m2　車道舗装工（t=15cm）1,200m2
縁石工　一式　排水構造物修正工　一式
【真駒内住宅団地線】
工事延長430m　道路幅員20.0m（車道13.0m+歩道3.5m×2）
施工幅員13.0m　路面切削工5,600m2
車道舗装工（t=4cm）5,600m2
縁石工　一式　排水構造物修正工　一式

工事番号 工事名 施工場所 予定価格×100/110 入札方式

調査基準価格の率（％） 調査基準価格 （標準点／予定価格）×10,000,000

90.00 84,447,000円 10.657

25（土）第 0004 号
市債務負担行為
道道西野真駒内清田線（真駒内住宅団地線～澄川跨道橋間）ほか１線舗装路面改良工事

札幌市南区真駒内上町５丁目ほか

入　　札　　者

評価項目 配点 Ｎ Ｉ Ｂ Ｅ Ｃ Ｄ

(1) 同種工事の施工実績の規模 2.5 2.5 2.5 0.0 2.5 2.5

Ｍ Ｊ Ｐ ＬＫ Ｈ Ａ Ｆ Ｇ Ｏ

(2) 公共工事の施工実績 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

0.0 0.0 2.5 - 0.02.5 2.5 0.0 2.5 2.5 2.5

(3) 提出された工事実績の成績点 2.60 2.60 0.50 2.60

2.0 2.0 2.0 2.0 - 2.02.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

2.60

(4) 企業の工事成績の平均点 2.80 2.80 1.90

2.30 2.60 2.30 2.60 2.60 -2.60 2.60 2.60 2.30 2.60 2.30

2.80

3.0 2.5 1.5 1.5

- 1.90

-

2.80 2.80 0.00 1.30 1.302.80 2.80 2.80 1.90 1.90 2.80

3.0 2.0 - - 1.0 -2.0 2.0 3.0 1.0 1.0 3.0(5) 過去５年間の本市工事被表彰回数

(6) ＩＳＯ１４００１取得状況 0.5 0.5 0.0 0.5 0.5 0.5

2.0 2.0 2.0 2.0

- 0.5

2.0

0.5 0.0 0.00.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

(8) 市内企業活用の施工計画 2.0 2.0 2.0

1.0 2.0 2.0 2.0 2.0 -2.0 2.0 2.0 2.0 1.0 2.0(7) 本工事における主要建設機械の保有状況

2.0 2.0 2.0

2.5 2.5 2.5 2.5

- 2.0

2.5

2.0 2.0 2.02.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0

(2) 過去の従事工事における成績点 2.70 2.70 2.70

2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 -2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5(1)
過去10年間の主任（監理）技術者等とし
ての従事経験

2.70 2.70 2.70

1.5 1.5 1.5 1.5

- 2.70

1.5

0.00 2.70 2.702.70 2.70 2.70 2.70 2.40 2.70

(4) 本工事に関連する資格等保有状況 0.5 0.5 0.5

1.5 1.5 0.5 1.5 0.5 -1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5(3) 主任（監理）技術者に係る資格保有状況

0.5 0.5 0.5

1.0 1.0 1.0 1.0

- 0.5

1.0

0.5 0.0 0.50.5 0.0 0.5 0.5 0.5 0.0

(6) 継続教育（ＣＰＤ）の取組状況 1.0 1.0 0.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 -1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0(5) 現場代理人としての従事経験

1.0 1.0 1.0

1.0 1.0 1.0 1.0

- 1.0

1.0

1.0 0.0 1.01.0 0.0 0.0 0.5 0.5 0.0

(2)
経営事項審査評価対象の建設機械の保有
状況

1.0 1.0 1.0

1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 -1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0(1) 過去３年間の災害対応等の活動実績等

1.0 1.0 1.0

3.5 2.5 3.0 2.5

- 1.0

3.0

1.0 1.0 1.01.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0

3.0 3.0 - 2.5 2.0 -3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0(3)
過去５年間の本市雪対策事業等の従事実
績等

(4) 障がい者の雇用状況 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.0

31.10 26.10 27.10 29.60

- 0.00.5 0.5 0.00.0 0.5 0.5 0.5 0.0 0.5

30.60 16.80 22.60 25.60 - 25.2030.10 30.70 27.60 25.10 31.80 30.80計（配点計：Ａ） 32.60

総合評価点の算出基礎とする得点合計（Ｂ） 31.10 26.10 27.10 29.60 30.10 30.70

総
合
評
価
の
結
果

加算点
（Ｂ／Ａ)×１５点

14.309 12.009 12.469 13.619 13.849 14.125

22.60 25.60 - 25.2027.60 25.10 31.80 30.80 30.60 16.80

技術評価点（Ｄ）
100点＋加算点

114.309 112.009 112.469 113.619 113.849 114.125 112.699

10.398 11.779 - 11.59512.699 11.549 14.631 14.171 14.079 7.730

入札価格（Ｃ） 84,348,000 84,447,000 84,447,000 85,385,000 84,447,000 84,447,000 84,447,000 84,447,000

111.779 - 111.595111.549 114.631 114.171 114.079 107.730 110.398

84,447,000 84,447,000 84,447,000 84,447,000 84,447,000 84,447,000

13.508総合評価点*

（Ｄ／Ｃ）×10,000,000
13.536 13.263 13.318 13.306 13.481

100,000,000 84,447,000

12.757 13.073 13.236 - 13.21413.514 13.345 13.209 13.574 13.519

1 3 5 15 14決定 2 10 8 9 6 4 7

2 2 2 2 2 2価格順 1 2 2 15 2 2 2 2

11 - 1213

10 9 7 6

- 2

15 14 11 - 124 8 13 1 3 5技術点順 2

調査基準価格 調査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○
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